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社団法人日本補綴歯科学会は，平成17年5月13

日に開催された定例総会で，専門医を認定する団

体として申請を行うことが承認されました．その

後の申請に向けての準備状況を報告いたします．

本学会が厚生労働省から専門医資格認定団体と

して認可されるには，まず厚生労働省が定める基

準を満たす必要があります．基準としての9項目

のうち，本学会は唯一「医師または歯科医師の専

門性に関する取得要件を公表していること」を満

たしていません．

専門性に関する取得要件を明らかにするには，

専門医制度に関する規則，施行細則を制定して，

専門医制度が施行されている必要があります．ま

た，専門医資格認定団体の申請には，事前に日本

歯科医学会認定医・専門医制協議会で審査を受け

ることになっており，必要な書類を整える必要が

あります．

そこで，専門医制度検討委員会では専門医制度

施行に向けて，認定審議会，医療問題検討委員会

とも連携して「専門医制度規則，施行細則（案)」

について検討してきました．この間，3つの原案

を作り，理事，代議員の先生方からアンケートで

ご意見をいただきました．最終案は，現行の認定

医制度規則・施行細則をベースにして，すでに専

門医資格認定団体となっている他学会とのバラン

スや，専門医としての診療技量の国民への担保な

どを 慮して作りました．現在の認定医制度との

主な相違点は，認定に必要な研修単位数において

治療終了症例による単位数が増えていることです．

同時に，開業の先生が資格を更新しやすいように

配慮してあります．また，専門医制度規則を施行

する時点で認定医の資格を有していた人には継承

措置が，平成18年3月31日までに認定審議会で

審査に合格した人には移行措置が適用されます．

一方，専門医の名称は「補綴歯科専門医」とし

て申請することとなりました．名称は患者さんが

内容を理解しやすいことが重要とされていますの

で， 補綴歯科」が国民に周知されるような活動

を早急に展開していく必要があります．

8月7日に開催される臨時総会では，専門医制

度規則・施行細則，専門医資格認定団体にかかわ

る基準該当届などの申請に必要な書類に関して，
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社員（会員）の先生方からご検討いただく予定と

なっています．

最後となりましたが，諸般の事情から，専門医

制度の早期確立が本学会にとってきわめて重要と

の認識のもとで，委員会活動を進めてきましたの

で，社員（会員）の皆様には情報が届きにくかっ

た面もあったかと思いますが，ご理解のほどお願

い申し上げます．

なお，歯科医療の専門医制度とその実施，専門

医資格取得に関しては，藍 稔先生が「歯科医療

の専門医制度 ，日本歯科医師会雑誌第58巻第2

号，2005年5月に詳しく解説されていますので，

参照してください．

専門医制度検討委員会 委員長 野村修一

(社）日本補綴歯科学会

第114回学術大会が10月

1日（土)，2日（日）の日

程で新潟市で開催されま

す．信濃川の河岸に建つ朱

鷺メッセ・新潟コンベン

ションセンターにぜひお越

し下さるよう皆様にご案内

申し上げます．

本大会では，前大会に引き続いて「咬合・咀嚼

が創る健康長寿」をメインテーマとして掲げ，歯

科補綴学の現状をbreak throughするために，特

別講演は「”めだか”に学ぶバイオサイエンスー補

綴学のサイエンスのために―」と題しまして，新

潟大学副学長・自然科学系教授の濱口 哲先生に

お願いし，シンポジウムとしては， 支台歯をふ

やすストラテジー ―(歯の）移植とインプラン

トー 遊離端欠損症例を中間欠損状態に変化させ

るために」と， 歯科補綴のストラテジックプラ

ン」の2セッションを予定しております．また研

究教育研修として， 歯科補綴研究に役立つ統計

学」と「PRPのスキルアップセミナー」を，さ

らに臨床教育研修には「全部床義歯の臨床スキル

の向上」と題して諸先生方にご講演いただくこと

にしておりますので，先生方のお越しを新潟でお

待ちしております．

第115回大会を，来年7月8・9日（土・日）

に，札幌で開催させていただきます．

本大会は年1回開催化の初めての学術大会であ

り，今後の大会のあり方を問われるものと認識し

ております．まず重要なことは，内容を低下させ

ないことです．学術委員会との打ち合わせを十分

に行い，質を担保しなければなりません．第二

に，可及的に多くの参加者数を確保することで

す．学会運営の観点から，収支バランスを 慮し

なくてはなりません．第三に，社団法人としての

社会活動の実施です．社会連携委員会などと相談

のうえで，人々の健康・福祉の向上に貢献するた

めの市民公開講座を開講したいと思います．

7月初旬の札幌は，まさに初夏です．梅雨もな

く，美しい緑の中を爽やかな風が流れます．実に

清々しい気候です．サケ，ウニ，毛ガニ，ホタテ

などの魚介類，アスパラガス，メロン，バレイ

ショなどの農産物も豊富です．どうぞ北の大地を

ご満喫ください．

皆様のご参加をお待ちしております．

大会長 平井敏博

準備委員長 越野 寿

日本歯学系学会連絡協議会

会長 赤川安正

日本歯学系学会連絡協議会（歯学協）は，会員

（1学会が1会員）相互の緊密な連絡を図り，日

本学術会議における審議などに積極的に寄与する

とともに，わが国の学術の発展と研究成果の社会

への還元を図ることを目的として，平成15年

（2003年）9月に設立されました．現在，歯学系

の70の学会により組織され，科学に関するさま

ざまな情報を共有しながら，日本学術会議歯学系

分野の委員会と協働して，歯学が責任をもつべき

国民的課題を検討し，それらの解決策となる具体

的提言を行いながら，日本歯科医師会，日本歯科

医学会とともに社会活動を展開しています．

具体的活動としては，まず70名の会員（学会）

の情報共有と交換に関してホームページを立ち上

げ，各学会へのリンク，日本学術会議ニュースや

各種情報を迅速に伝達しています．一例を挙げれ

第114回学術大会に新潟で
お待ちしています

第115回学術大会へのご参加を

日本歯学系学会連絡協議会について
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大会長 河野正司


